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本市では、これまで「仙台市交流人口ビジネス活性化戦略2024（2022年4月～）」のもと、旅行消費の拡大による地

域経済の活性化と交流人口ビジネスの発展に向けて、様々な施策を推進してきました。

人口減少が加速し、都市間競争も激しさを増す中、観光を基軸とした交流人口の拡大は、地域の持続的な発展にとって

ますます重要性を増してきています。観光を地域経済の強力な成長エンジンとしていくためには、ハード・ソフトの両面か

ら観光施策を強化し、これまで「点」としてあった様々な観光資源・魅力を「線」としてつなげ、市内全域そして東北へも波

及する「面」としての広がりを持たせていくことで、宿泊者数や観光消費額を増大させていく戦略的な取り組みが求めら

れています。

本戦略は、これまでの枠に捉われない「攻めの観光」を推進し、中長期的な視野のもと思い切った投資をして

いくことで、本市の地域経済を持続的に発展させることを目指し策定するものです。

01. はじめに
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市内延べ宿泊者数６８０万人泊を達成目標に掲げ、

魅力があふれる観光地域づくりを推進することで、地域経済の発展につなげていきます。

0２. 策定の趣旨

＜趣旨＞

市内外の様々な主体と連携し、新たな観光コンテンツの創出やポテンシャルのある多彩な資源の磨き上げを行い、

仙台の個性や仙台らしさを際立たせ、旅行者が訪れる度にワクワクする、魅力あふれる過ごし方を提案します。

そして、新たな財源を活用し、中長期的な視点も踏まえ、魅力の創造に向けてあらゆる可能性を追求していくことで、

これまでのイメージを越えた、観光を基軸とした仙台の成長を目指します。

仙台市観光戦略2027 ～Into a New Era～
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リピーターになってもらうための
仕掛けや環境整備

・市内の宿泊者数はコロナ禍を経て2023年

に約600万人泊まで回復したものの、2019

年の水準には達していない

・仙台を観光目的で訪問した方が東北も訪れ

た場合の東北地方における宿泊率は94.3％

で、２泊以上宿泊する方は58.9%

デ
ー
タ
か
ら
見
る

本
市
の
現
状

・コアとなる観光資源の形成や認知度の拡大

が必要

・漫画・アニメやイベントなどの訴求力のある

コンテンツの活用が有効

・仙台・東北へのインバウンドの拡大は大きな

伸びしろがある

・本市への訪問経験率は40%、観光経験
率は25.3%と他都市に比べて低い水準

・「牛たん焼き」「仙台七夕まつり」「秋保温泉」
など、魅力度が高い観光資源がある一方、
認知度が30%未満の認知度が低い観光
資源が一定数ある

・魅力あるイベントの開催時には国内外から
の来訪者も増え、宿泊者数も大幅に伸びる

・東北地方の外国人宿泊者数の全国に占める
割合は1.3%にとどまる

・宿泊につながるナイトコンテンツや閑散期

対策が不足

・ビジネスや学会なども含め多様な目的で

来訪した方に宿泊し、観光を楽しんでもらう

施策が必要

・仙台を拠点としながら東北の観光地を訪問

するという旅のスタイルの確立が重要

・仙台への観光経験者に占めるリピーター

比率は52.9%と他都市に比べて低い水準

・仙台への訪問回数が4回以上で再訪意向

が高い人の１人あたりの平均観光消費額は

46,277円であり、本市全体の平均観光

消費額34,889円に比べて高い水準

・旅行者の動向や、ニーズなどのデータに基づ

いた戦略的な施策展開が必要

・満足度の向上のため来訪者がより快適に過

ごすことができる受入環境整備が必要

・リピーターを獲得し消費を拡大する視点が

重要

現
戦
略
の

振
り
返
り

03. 現戦略の振り返りとデータから見る本市の現状の整理

来たいと思える
きっかけづくり

宿泊につながる
インセンティブやコンテンツの創出

[注] 「参考資料 04.本市の観光の実態データ」参照
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「来てもらう」
“

”
「泊まってもらう」
“

”
「また来てもらう」
“

”

体験の価値を重視する「コト消費」や、その時、
その場所でしか味わえない「トキ消費」と
いった消費トレンドを捉えながら、滞在促進
を図ります。また、仙台をベースキャンプと
した東北の周遊を推進するとともに、観光目
的以外の来訪者にも、宿泊や地域での消費
につながる取り組みを進めます。

性別や年代、国籍や障害の有無などを問わ
ず楽しむことができる多様性の視点を踏ま
えながら、快適な受入環境を整備するとと
もに、地域全体でホスピタリティの向上を図
り、リピーターの獲得を目指します。

6つの重点
プロジェクト

仙台市観光戦略2027の概要04.

2025年度～2027年度（３ヵ年）戦略期間

３つの視点

視点

１

視点１ 視点2 視点3

２

Sendai
Urban Resort

の推進

３つの視点との関連

３

「Another 
JAPAN,
SENDAI,

TOHOKU」
の発信

３つの視点との関連

1

心弾む
エモーショナル

都市の創造

３つの視点との関連

4

＋（プラス）観光
の推進

３つの視点との関連

5

持続可能な観光
地域の形成

３つの視点との関連

0

次代へつなぐ
青葉山エリアの

価値の深化

３つの視点との関連

旅の目的となる、際立った訴求力のあるコン
テンツの創出や、仙台ならではの歴史、文化、
自然といったコアとなる観光資源の磨き上
げを図り、国内外から認知され、わざわざ訪
れたくなる都市を目指します。

３つの視点を踏まえ、宿泊税の活用も図りながら、６つの重点プロジェクトを推進します。
「次代へつなぐ青葉山エリアの価値の深化」は、本戦略期間の３ヵ年で完結するものではなく、伊達政宗公没後400年となる2036年をターゲットにするなど、

中長期的な視点を持って施策を展開していくため、他のプロジェクトと異なる位置付けの、重点プロジェクト「０」 と定めています。
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達成目標

地域経済の活性化を図るためには、滞在時間を延ばし、様々な消費を促す視点が大切です。

そのため、客観的かつ継続的に把握することが可能な「延べ宿泊者数」を目標として設定します。

延べ宿泊者数

2022年 2023年 2024年 2027年

日本人延べ宿泊者数610万人泊
外国人延べ宿泊者数70万人泊

約477万人泊 約600万人泊 目標値650万人泊
（集計中）

将来に向けて

目標の設定

680万人泊 700万人泊

目標の達成に向けた考え方

05. 目標値の設定と達成に向けた考え方

2027年

延
べ
宿
泊
者
数

2024年 2025年 2026年

2027年までに680万人泊の実現を目指すと
ともに、重点プロジェクト「0」の中長期的な視点
も踏まえ、将来に向けて700万人泊の実現を目
指します。

7

2024年目標

650万人泊

想定する直接経済効果

※宮城県産業連関表/経済波及効果分析ツールにより算出
宿泊者のみの経済効果として算出

約1,600億円
【680万人泊実現の場合】

2027年まで

680万人泊



施策の効果を的確に把握するため、下記のモニタリング指標を設定します。

モニタリング指標の設定

05. 目標値の設定と達成に向けた考え方

項目 2022年 2023年 2024年

一人あたり旅行消費額 31,690円 34,889円 36,771円

観光者の満足度 72.2% 76.0% 77.4%

リピーター比率 54.7％ 52.9% 54.0%

再訪意向 63.0％ 63.0% 62.8%

宿泊施設の定員稼働率 36.7% 46.5%

宿泊施設の客室稼働率 60.7% 69.8%

直接経済効果 約1,050億円 約1,380億円

集計中

宮城県産業連関表/経済波及効果分析ツールより算出

仙台市観光統計より本市作成

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

出典：仙台市観光実態調査

青葉山・西部エリア魅力創出

その他観光施策による底上げ

ナイトコンテンツの強化 閑散期の底上げ

宿泊者数増加を図る施策の一例

＋52,000人泊

＋38,000人泊

人口減少により、日本人延べ宿泊者数が将来的に減少していくことを見据え、国内外の宿泊者数増加を
図る様々な施策を推進することで、2027年までに680万人泊を目指します。

インバウンドの誘客強化新規イベント等の誘致効果

＋10,000人泊 ＋120,000人泊

＋200,000人泊 ＋30,000人泊
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06.６つの重点プロジェクト

0 次代へつなぐ
青葉山エリアの

価値の深化

伊達政宗公没後400年となる2036年や、仙台城大手門の復元、音楽ホー
ル・中心部震災メモリアル拠点複合施設の整備などを見据えた中長期的な
視点のもと、受け継がれてきた歴史・文化の魅力を次の世代に継承・発展さ
せ、青葉山エリアの価値をさらに高めることにより誘客を促進します。

👉 エリアの価値や来訪者の満足度を高めるため、伊達文化の魅力や、仙台城跡から望む景観を

活かした、新たな観光資源の整備・検討を進めます。

👉 青葉山エリア内や中心部との回遊促進に向けた二次交通の強化を図るとともに、イベントの
開催支援や広瀬川の豊かな水辺の整備に向けた検討など、様々な年代の方が楽しむことが
できる空間を創出します。

9

👉 仙台城跡、瑞鳳殿、仙臺緑彩館などの観光資源の磨き上げを図るとともに、大河ドラマの誘致

に向けた機運醸成を図ります。

施策の方向性



👉 仙台ゆかりの漫画・アニメなどの国内外への発信力を最大限に活用し、ファンや旅行者が楽しめる企画や、

仙台を訪れる誘因となるコンテンツの集積を進めます。

👉 ゲームやスポーツ、音楽などの集客性のある大規模イベントの開催・誘致や、街中を舞台にしたアート・エン

ターテインメントなどによる賑わい創出を図ります。

06.6つの重点プロジェクト

心弾むエモーショナル
都市の創造

１
訴求力のある漫画・アニメ、仙台を代表する多彩なまつり、ナイトコンテンツなど
の充実を図り、仙台ならではのコンテンツツーリズムやファンツーリズムを推進
することで、一年を通して心がワクワクする魅力あふれる都市を目指します。

👉 四季を彩る仙台を代表するまつり・イベントが将来に向けて継続的に開催できるよう、さらなる魅力の向上

や収益力の向上を図るとともに、冬季の新たなナイトイベントの創出を行い、一年を通した賑わいを生み出し
ます。

👉 ナイトイベントの長期開催や常設化に向けた支援を行うとともに、中心部商店街や定禅寺通エリア、仙台駅

東口などにおける大規模イベントの開催や周遊につながるナイトコンテンツの造成を促進し、来訪者の増加
や宿泊につなげます。 10

©古舘春一/集英社

施策の方向性



06.6つの重点プロジェクト

２ Sendai Urban
Resortの推進

100万都市でありながら、西部の山や温泉、東部の海辺にアクセスしやすい
環境を活かし、様々な関係者との連携を通して、自然の恵みと触れ合う新た
なコンテンツの創出や受入環境の充実を図ることで、仙台観光の多様性を
育み、何度でも訪れたくなる過ごし方を提案します。

👉 秋保地区や作並・定義地区において、そぞろ歩きがしたくなるような滞在環境の整備など、風情を感じることが

できる地域づくりを進めます。

👉 温泉旅館や地域事業者との連携による、「温泉×アクティビティ」「温泉×クラフト」「温泉×健康」「温泉×子育て」

といった、他の分野と温泉を掛け合わせた新たな価値を創造します。

👉 西部エリアの豊かな自然資源を活かした観光スポットの整備を進め、回遊性の向上や滞在環境の充実を図ると

ともに、泉ヶ岳等において自然やアクティビティを取り入れたアドベンチャーツーリズムを推進します。

👉 二次交通の充実や周遊を促進する施策を展開することにより、エリアの回遊性の向上を図ります。

👉 防災や減災の学びを得ることができる教育旅行の誘致や大規模会議等におけるエクスカーションとしての

活用など、周辺の自治体や事業者と連携を図りながら、復興ツーリズムを推進します。

👉 貞山運河を活用したアクティビティの創出や深沼海水浴場の再開など、関係事業者と連携を図りながら、

東部沿岸エリアにおける新たな体験コンテンツの創出や滞在環境の充実を図ります。
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06.6つの重点プロジェクト

「Another JAPAN,
SENDAI,TOHOKU」

の発信

３
東京・大阪・京都などのいわゆるゴールデンルートとは異なる景色や新たな魅
力を体感してもらうため、県内外の自治体とも連携を強めながら、プロモー
ションの強化や受入環境の充実を図り、国内外からの誘客や東北一体となっ
た広域観光を推進します。

👉 アジア地域を対象とした航空会社との連携事業やインバウンド向け宿泊キャンペーンの実施、 SNSや専用ウェブ

サイト等による情報発信など、海外へのプロモーションの強化を図ります。

👉 東北大学の国際卓越研究大学の認定により増加することが予想される、外国人住民（移住者・留学生等）への情報

発信を行うなど、VFR（友人・家族訪問）などの促進につなげます。

👉 大阪・関西万博への「東北絆まつり」出展を契機に、東北各地のまつり文化をはじめ観光の魅力を発信するととも

に、来場者向けに仙台・東北の着地型旅行商品を造成し、国内外からの誘客につなげます。

👉 東北の市町村と連携し、「精神文化」、「伝統文化」、「歴史文化」、 「震災復興」など、東北ならではのコンテンツを活

用したモデルコースを造成するとともに、仙台を拠点として朝や夕方・夜のコンテンツを楽しみつつ、東北各地を
日帰りで巡る、新しい東北の旅行スタイルを提案します。

👉 魅力ある仙台・東北各地のグルメを活用したプロモーションの強化に取り組むとともに、現地で食の魅力を堪能で

きるガストロノミーツーリズムなどにより東北各地域への誘客を促進します。
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👉 他の自治体や事業者と連携しながら、欧米豪などの市場を新たなターゲットとして開拓するため、東北新幹線を

利用して周遊を促進するプロモーションを実施するなど、首都圏からの誘客を図ります。

施策の方向性



👉 NanoTerasuの活用をはじめとした仙台ならではの視察先との連携や、企業向け体験プログラムなど

の充実を図るとともに、国内外の企業が実施する報奨旅行等を積極的に誘致します。

ビジネスやMICE、スポーツ観戦等で来訪した方に対して観光を促し、
宿泊や連泊、地域での消費拡大につながる取り組みを推進します。＋（プラス）観光の

推進
4

06.6つの重点プロジェクト

👉 複数の施設を利用して開催されるMICEへの助成制度を拡充し、仙台国際センターの大規模改修による

会場不足を補うとともに、アフターMICEにおける市内周遊を促進します。

👉 スポーツや音楽などの大規模イベントにおいて、参加者や観客等が市内の周遊や飲食、買い物などを

楽しむことができるよう、観光への誘導を図る取り組みにより、地域消費の拡大につなげます。

👉 閑散期における来訪のインセンティブを与える取り組みなどのほか、地域の消費を促す特典の付与

など、宿泊・連泊につながる取り組みを展開します。

👉 青葉山エリアでの学会や国際会議の積極的な誘致を図るとともに、仙臺緑彩館などのユニークベニュー

としての活用や、屋外でのレセプションの開催など、MICEの拠点としての機能強化を図ります。
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施策の方向性



👉 宿泊事業者の人材確保や、キャッシュレス決済環境の整備などの業務効率化を図るＤＸ導入をはじめとした総合的な支援を
行うとともに、観光事業者のインバウンド対応力向上に向けた取り組みやユニバーサルツーリズム・バリアフリーの推進、
ガイドの育成などの観光の基盤づくりを強化します。

ダイバーシティまちづくりの視点のもと、来訪者が安心して快適に観光
することができる受入環境の整備を推進するとともに、地域ＤＭＯの体
制強化やDXの推進、シビックプライドの醸成、リピーターの獲得などを
通じて持続可能な観光都市の実現を目指します。

持続可能な観光
地域の形成

５
06.6つの重点プロジェクト

👉 地域DMO である（公財）仙台観光国際協会において、観光の専門人材の育成など体制強化を図りながら、新たな観光資源の
発掘や体験プログラムの磨き上げに取り組み、事業者との連携による観光地域づくりを進めます。

👉 施策に応じて異なるターゲットを分析し、より効果的な施策を展開するため、デジタルマーケティングを推進するとともに、
CRM（顧客関係管理)の導入などにより、きめ細かなプロモーションを展開し、新たな観光客やリピーターの獲得を図ります。

👉 脱炭素化などの環境に配慮したサスティナブルな取り組みの推進や、観光危機管理マニュアルの発信および事業者のBCP
（事業継続計画）の策定促進などを通した強靭性の向上、日本版持続可能な観光ガイドラインに基づいた観光地域づくりの推進
を通して、地域の持続可能性を高めます。

👉 市民の地域に対する誇りや愛着を育むため、歴史・文化などの資源の価値を保全し、次世代に継承する仕組みづくりを推進
するとともに、市民の観光に対する理解促進・ホスピタリティの向上に向けた取り組みを進めます。

14

施策の方向性



一般財源を活用した既存の観光振興策に加え、新たな財源として宿泊税の活用や国補助金等の積極的な獲得を通して、

コアとなる観光資源の創出や、誰もが快適に過ごすことができる受入環境の整備などを行い、観光を基軸とした交流
人口の拡大を図ることで、地域経済の持続的な成長を図っていきます。

旅行者を呼び込むための観光コンテンツの造成

観光の基盤である宿泊事業者への支援

宿泊・連泊を促進するための誘客強化

一般財源

活用の視点

新規・拡充事業として次の視点の取り組みを強化

※宿泊事業者をはじめとする官民連携の協議体を立ち上げ 、毎年度、

使途や効果等の検証を行い、今後の施策に反映させる推進体制を

構築します。

宿泊税

国
補
助
金
等

07.宿泊税の活用

既存事業の取り組み

・各まつり・イベントの開催・支援

・MICE推進

・各種プロモーション

・受入環境整備

約1０億円

従来の観光予算の活用 強化していく新規・拡充施策

※

※650万人泊/年、免税点6,000円
課税免除等も考慮した想定額

1

2

3

15



旅行者を呼び込むための観光コンテンツの造成

新たな財源である宿泊税を有効に活用し、下記のような事業を推進していくことで、仙台の新たな観光の魅力の創造と観光基盤の強化を進めます。

0８.宿泊税を活用した主な取り組み

※本戦略の策定段階における想定であり、今後の施策の効果検証や事業者との協議などにより、適宜見直しを図っていきます。

活用の視点 １

青葉山エリアの
新たな価値の創出

仙台城跡における新たな観光スポットの開発
や、瑞鳳殿の受入環境整備等、中長期的な視
点も踏まえ、仙台観光のシンボルとしての青
葉山エリアの魅力づくりを進めます。

漫画・アニメを活用した
コンテンツ造成・拠点づくり

大規模イベントの開催・誘致強化

仙台ゆかりの漫画・アニメが持つ魅力を活
かし、わざわざ訪れたくなるコンテンツの
造成や、賑わいを生む拠点をつくるととも
に、大規模イベントの誘致強化を進めます。

歴史ある温泉エリアの
面的整備

温泉エリアの自然や街並みなどの風情を楽
しめる環境づくりや、自然を活かした秋保
大滝展望台の整備などを行うとともに、二
次交通の充実による回遊性の向上を図るこ
とで、エリア一体の魅力を高めます。

©古舘春一/集英社
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0８.宿泊税を活用した主な取り組み

活用の視点 2

ナイトコンテンツの
ロングラン

中心部の新たな冬のイルミネーションイベ
ントを開催するとともに、青葉山エリアの
ナイトコンテンツの長期開催・常設化に向
けた支援を行います。

インバウンドの
誘客強化

欧米豪・韓国・香港など、新たな市場も含
めた戦略的なプロモーションを行い、仙台
・東北を訪れる外国人観光客の増大を図り
ます。

人材確保・DX等の
総合的な支援

採用活動をはじめとする人材確保や、DXの
導入による業務効率化、災害対策など、経
営基盤の安定化に向けた総合的な支援を行
います。

活用の視点 3

観光の基盤である宿泊事業者への支援宿泊・連泊を促進するための誘客強化

17



09.推進体制

観光関連事業者をはじめとした関係者やＤＭＯ（観光地域づくり法人）である（公財）仙台観光国際協会との連携を強化し、

多様な地域資源や各種データを分析し、地域全体で共有しながら、より効果的な取り組みを展開するなど、ＡＬＬ仙台によ

る観光振興を推進します。

本部長（市長）

副本部長（副市長） 副本部長（副市長）

危

機

管

理

局

長

総

務

局

長

ま
ち
づ
く
り
政
策
局
長

財

政

局

長

市

民

局

長

健

康

福

祉

局

長

こ

ど

も

若

者

局

長

環

境

局

長

経

済

局

長

文

化

観

光

局

長

都

市

整

備

局

長

建

設

局

長

各

区

長

会

計

管

理

者

消

防

局

長

教

育

長

公
営
企
業
事
業
管
理
者

庁内の推進体制 戦略の推進体制

仙台市観光交流推進本部会議により全庁一丸となって交流人口の
拡大に向けた施策を推進します。

多様な関係者と連携し、積極的な意見交換を通して、社会の変化や
ニーズを捉えながら観光戦略を推進します。PDCAサイクルを活用
し、毎年度実施状況を検証しながら、実効性のある取り組みを進め
るとともに、シンポジウム等の開催を通して、市民や事業者の観光
に対する理解を深め、地域一体となって観光振興を図ります。

宿泊事業者

旅行事業者

経済団体

MICE事業者

地域・商店街観光事業者

仙台市

推進体制

ＤＭＯ（観光協会）

市民

〔仙台市観光交流推進本部会議〕
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2025年度
（令和7年度）

事業一覧
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01. 2025年度（令和7年度）事業一覧

0 次代へつなぐ青葉山エリアの価値の深化

👉 大河ドラマ誘致

👉 伊達文化交流

👉 観光バス駐車場整備

👉 青葉山エリア複合施設整備

👉 仙台城跡における伊達文化の魅力発信

👉 仙臺緑彩館展示山鉾搬出入

👉 青葉山エリア観光施設整備に係る基礎調査

👉 瑞鳳殿受入環境強化

👉 青葉山公園整備

👉 広瀬川（大橋周辺）水辺利活用

👉 仙台城跡発掘調査等

👉 大手門復元基本構想

👉 城郭らしい景観づくり

1,000千円

2,374千円

44,640千円

770,317千円

15,000千円

2,134千円

4,477千円

11,858千円

19,923千円

13,472千円

21,360千円

4,500千円

22,647千円

👉 漫画・アニメコンテンツを活用した誘客促進

👉 ナイトコンテンツ推進地域おこし協力隊支援

👉 仙台夜時間の運営

👉 新たな冬のイルミネーションイベント

👉 仙台七夕まつり協賛会負担金

👉 仙台・青葉まつり開催補助

👉 仙台七夕花火祭開催補助

👉 SENDAI光のページェント開催補助

👉 SENDAI光のページェント点灯区間延長支援補助

👉 まつり等開催継続補助

👉 大型イベント誘致開催支援

👉 ふるさと納税型クラウドファンディングを活用した

大型観光イベント支援

👉 その他まつり等開催支援

👉 観光アンバサダーを活用したプロモーション

👉 伊達武将隊を活用した観光客誘致

👉 仙台すずめ踊り及び伝統・郷土芸能定期披露

👉 定禅寺通アート・エンタメ創出

15,950千円

10,400千円

1,827千円

45,000千円

35,000千円

32,000千円

20,000千円

30,000千円

10,000千円

18,000千円

12,000千円

10,000千円

3,500千円

33,236千円

32,820千円

6,987千円

19,832千円

1 心弾むエモーショナル都市の創造
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01. 2025年度（令和7年度）事業一覧

👉 一番町四丁目拠点性向上

👉 仙台・宮城ミュージアムアライアンス（SMMA)

👉 せんだい・アート・ノード・プロジェクト

👉 定禅寺通活性化推進（エリアマネジメント支援）

👉 まちなかウォーカブル推進

👉 定禅寺通・緑地再整備

👉 八木山動物公園魅力アップ

👉 Fun,Fan,Find 青葉

👉 長町・歩いて楽しい街並み形成促進

👉 泉中央地区活性化

👉 博物館・科学館魅力向上

👉 青葉山エリアにおけるナイトコンテンツ長期開催

👉 仙台七夕ナイトフェス-宵灯り-

6,500千円

1,250千円

16,000千円

708千円

41,044千円

845,876千円

6,745千円

12,041千円

110,000千円

9,905千円

70,272千円

16,220千円

12,000千円

2 Sendai Urban Resortの推進

7,825千円

31,200千円

79,153千円

120,000千円

2,048千円

👉 アドベンチャーツーリズム推進

👉 西部地区観光地域おこし協力隊

👉 西部地域における受入環境整備

👉 秋保温泉地区排水設備導入支援補助

👉 秋保ビジターセンターのアドベンチャーツーリズム拠点化

500千円

24,000千円

28,000千円

86,101千円

13,802千円

24,870千円

16,984千円

443,155千円

680,900千円

3,848千円

21,232千円

16,743千円

3,628千円

6,716千円

1,450千円

6,539千円

2,725千円

22,000千円

👉 復興ツーリズム推進

👉 深沼海水浴場再開

👉 ループバス実証運行

👉 せんだい3.11メモリアル交流館運営

👉 震災遺構管理運営等

👉 仙台防災未来フォーラムの開催

👉 せんだい農業園芸センター宿泊実証実験

👉 東部地域移転跡地利活用推進

👉 海岸公園整備

👉 広瀬川創生プラン推進

👉 海浜エリア回遊性向上

👉 海浜エリア来訪環境・コンテンツ整備

👉 海浜エリアプロモーション

👉 海浜エリア連携・協働の推進

👉 貞山運河利活用推進

👉 秋保地区交流人口拡大

👉 泉ヶ岳活性化推進

👉 秋保大滝周辺エリア魅力・回遊性向上に向けた整備事業

基本計画および大滝展望台総合設計

👉 作並・定義地区二次交通実証運行 20,998千円
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01. 2025年度（令和7年度）事業一覧

👉 東北の人と文化を基軸としたローカルツーリズム推進

👉 仙台都市圏における周遊促進

👉 仙台を起点とした東北周遊促進

👉 仙台を拠点とした日帰り観光促進

👉 食を通じた東北の多様な魅力発信機能拡大

👉 若年層向けイベントを活用したプロモーション

👉 その他東北連携推進

👉 食産業等高付加価値化推進

👉 「太白区『食』deぐるっとまち巡り」魅力発信

8,500千円

8,600千円

7,200千円

6,500千円

10,000千円

15,000千円

35,435千円

6,500千円

2,050千円

👉 タイ市場からの誘客促進

👉 台湾市場からの誘客促進

👉 欧米豪市場からの誘客促進

👉 香港市場からの誘客促進

👉 韓国市場からの誘客促進

👉 東南アジア市場からの誘客促進

👉 アウトバウンド促進

👉 ウェブプロモーション（Web・SNS）による誘客

👉 在仙留学生を活用した魅力発信

👉 首都圏プロモーション

👉 インバウンド向け宿泊促進キャンペーン

👉 東北絆まつりの大阪・関西万博への出展

👉 大阪・関西万博を契機とした東北六市連携による観光

プロモーション

👉 東北の広域連携による誘客促進

👉 仙山観光交流促進

👉 東北連携ネットワーク推進交流会

👉 東北の観光コンシェルジュの広域連携による東北周遊促進

29,779千円

10,800千円

29,000千円

10,954千円

4,862千円

7,586千円

5,039千円

13,000千円

3,000千円

1,715千円

70,000千円

46,652千円

8,267千円

7,800千円

3,650千円

500千円

3,500千円

3 「Another JAPAN,SENDAI,TOHOKU」の発信

4 ＋（プラス）観光の推進
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01. 2025年度（令和7年度）事業一覧

4 ＋（プラス）観光の推進 5 持続可能な観光地域の形成

👉 企業内会議・研修会等の誘致

👉 AOBA-YAMA MICEの推進

👉 コンベンション誘致インセンティブ

👉 MICE受入環境整備

👉 その他MICE推進

👉 仙台国際センター施設整備

👉 仙台国際センター運営管理

👉 宿泊促進・滞在時間延長に繋がるコンテンツ創出補助

👉 スポーツコミッション連携

👉 仙台市アリーナ開館記念事業

👉 スポーツツーリズム推進

👉 スポーツコミッション運営等

👉 民間活力を活用したスポーツコミッション機能強化

11,356千円

7,708千円

55,420千円

5,875千円

13,463千円

2,129,297千円

161,596千円

5,000千円

2,704千円

20,000千円

16,255千円

8,999千円

8,000千円

👉 インバウンド受入環境の充実

👉 伝統工芸地域おこし協力隊

👉 観光地域づくり推進

👉 観光地域づくり法人（DMO）推進・観光DX推進

👉 体験プログラム推進

👉 その他観光魅力創出

👉 市内中心部における受入環境整備

👉 宿泊事業者人材確保・DX化等支援

👉 観光振興協力金

👉 観光CRM構築

👉 持続可能な東北の未来創造推進

👉 観光デジタルマーケティング

👉 仙台MaaS推進

👉 DXイベントの開催

👉 SDGｓ推進

👉 MaaS活用による乗車券の企画販売

👉 仙台ふるさと応援寄附推進

10,330千円

5,200千円

8,000千円

6,644千円

6,983千円

1,715千円

33,930千円

30,730千円

7,775千円

30,000千円

2,000千円

11,549千円

28,719千円

22,731千円

3,777千円

1,100千円

769,548千円
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01. 2025年度（令和7年度）事業一覧
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👉 脱炭素先行地域づくり

👉 商店街にぎわい創出・基盤整備支援

👉 中心部商店街将来像検討

👉 選ばれるお店づくり支援

👉 勾当台公園・周辺道路再整備

👉 西公園再整備

👉 八木山動物公園入園料へのキャッシュレス決済導入

👉 天文台・博物館・科学館へのキャッシュレス決済導入

898,574千円

17,807千円

2,227千円

5,090千円

792,800千円

343,410千円

709千円

71,680千円

その他の主な重要施策

👉 市内宿泊団体との協定に基づく連携

👉 仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会

👉 首都圏トップセールスイベント・交流会開催

👉 その他観光プロモーション

👉 （仮称）観光戦略推進検討会議の開催

👉 観光シンポジウムの開催

👉 宿泊税導入に係る周知広報

👉 宿泊税導入に係る県カスタマーセンター運営費負担金

👉 宿泊税導入に係るレジシステムの導入・改修費用補助

3,000千円

20,000千円

22,230千円

43,125千円

774千円

452千円

6,380千円

13,800千円

135,000千円



02.2025年度（令和7年度）の宿泊税を活用した事業
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活用の視点 １ 旅行者を呼び込むための観光コンテンツの造成

仙台城跡における伊達文化の魅力発信【15,000千円】

漫画・アニメコンテンツを活用した誘客促進【15,950千円】
本市にゆかりのある漫画・アニメを活用して、本市の認知度の拡大を図るとともに観光誘客と周遊促進に
つなげます。

秋保大滝周辺エリア魅力・回遊性向上に向けた整備事業基本計画および
大滝展望台総合設計【22,000千円】

秋保大滝周辺エリア全体の整備計画策定や大滝展望台の詳細設計、エリア全体の魅力向上・滞在時間の延長に
向けての実証事業を実施します。

アドベンチャーツーリズム推進【7,825千円】
アドベンチャーツーリズムを推進している事業者とともに、西部エリアを含めた新たなモデルコースの造成や
ガイド育成に取り組みます。

観光CRM構築【30,000千円】
観光情報サイト「せんだい旅日和」内に宿泊や体験の予約機能や決済機能などを搭載するとともに、デジタル
スタンプラリーなど周遊促進機能も導入し利便性の向上を図ります。

重点 0

重点 1

重点 2

重点 2

重点 5

伊達文化の更なる魅力発信および青葉山エリアでの滞在時間延長を図るため、仙台城跡の景観を活かした
新たな賑わい創出のための実証事業を行います。

観光アンバサダーを活用したプロモーション【33,236千円】 重点 1
観光アンバサダーを活用したプロモーションを展開することで、仙台ならではの魅力を発信します。
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活用の視点 2 宿泊・連泊を促進するための誘客強化

新たな冬のイルミネーションイベント【45,000千円】
新たな冬のイルミネーションイベントを開催し、閑散期における誘客の促進や滞在期間の延長を図り、宿泊者
数の増加につなげます。

青葉山エリアにおけるナイトコンテンツ長期開催【16,220千円】

青葉山エリアにおけるナイトコンテンツ事業について、長期開催に向けた支援を行うことで、観光客の認知度
や満足度の向上を図ります。

作並・定義地区二次交通実証運行【20,998千円】

作並温泉からニッカ、定義などを周遊する観光バスを実証運行させることで、域内の滞在時間延長や魅力向上に
つなげます。

大型イベント誘致開催支援【12,000千円】

重点 1

重点 1

重点 2

重点 1

大型イベントの仙台開催を推進するため、各種支援等を実施します。

2025年度（令和7年度）の宿泊税を活用した事業

SENDAI光のページェント点灯区間延長支援補助【10,000千円】

SENDAI光のページェントの点灯区間の延長を支援するため、開催補助金に加え、その費用の一部を補助します。

重点 1

インバウンド向け宿泊促進キャンペーン【70,000千円】

本市の宿泊施設の閑散期である冬季の誘客を図るべく、雪などに魅力を感じる台湾、香港などを主なターゲットと
して、宿泊促進キャンペーンを実施します。

重点 3
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欧米豪市場からの誘客促進【29,000千円】
欧米豪市場での仙台・東北の認知度向上に向けて、旅行会社等の招請、旅行博出展、商談会への参加の他、訴求
力のあるコンテンツの磨き上げ等を行います。

香港市場からの誘客促進【10,954千円】
香港市場において、旅行会社等の招請、航空会社等と連携した広告等のほか、現地の旅行博等に出展し、仙台・
東北の魅力をPRします。

韓国市場からの誘客促進【4,862千円】
韓国市場において、インフルエンサー等の招請による情報発信、航空会社等と連携した広告等を実施し、仙台・
東北の魅力を発信します。

観光の基盤である宿泊事業者への支援活用の視点 ３

宿泊事業者人材確保・ＤＸ化等支援【30,730千円】
宿泊事業者の人手不足解消や業務効率化等に向け、人材確保やDX化、レジリエンス強化等に要する費用の補助を
行います。

観光振興協力金【7,775千円】
宿泊税の徴収時に、税収を活用した具体の事業をはじめ、本市の観光施策に係る周知に協力いただいた市内の宿泊
事業者に対し、協力金を交付します。

重点 3

重点 3

重点 5

重点 5

重点 3

2025年度（令和7年度）の宿泊税を活用した事業

宿泊促進・滞在時間延長に繋がるコンテンツ創出補助【5,000千円】
宿泊した翌朝や、チェックイン・アウトの時間を意識した体験やイベント等、宿泊促進・滞在時間延長につながる
コンテンツの創出を補助します。

重点 4



参考資料
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 キラーコンテンツが不足している。心に響く写真や動画を撮りたくなるようなコンテンツが必要。
 一過性のイベントだけではなく常設のコンテンツをつくることが必要。ナイトコンテンツも常設のものをつくることで口コミ

がたまり、それを見た人が仙台に足を運んでくれる。
 首都圏をターゲットにするのであれば、東京から90分で行ける他都市と比較してコンテンツをつくるべき。
 漫画・アニメのコンテンツの活用は重要。
 いつ来ても様々なまつりのショーが見られるコンテンツがあるとよい。
 山も海も１時間圏内というのは非常に魅力的。それらを巡る仙台駅からのツアーが常にあると良い。
 閑散期対策としてのイベント（コンサート、スポーツ、食、アドベンチャー）は非常に有効。
 高品質で高単価なコンテンツの造成をすることでオーバーツーリズムにならずに地域が潤う。
 防災観光という視点も必要ではないか。
 仙台の良さは住みよい街でなんでもあるところ。程よく都会で自然もあり、何より食が魅力的。
 アドベンチャーツーリズムの可能性として泉ヶ岳は雪が積もるので魅力的。それらの体験を教える人材育成が重要になる。
 食材の供給地が近いことが魅力的。ガストロノミーなどで食を位置付けることは重要。

仙台ならではの観光資源・コンテンツ1

第１回開催日時：令和６年７月２６日（金） 参加者 11名 テーマ 「持続可能な観光」「地域が潤う『稼ぐ』観光地域づくり」

第2回開催日時：令和６年8月19日（月） 参加者 9名 テーマ 「インバウンド誘客の拡大施策」「受入環境整備」

第3回開催日時：令和６年9月3日（火） 参加者 9名 テーマ 「仙台ならではの観光資源」「ロングステイ・リピーターにつながるコンテンツ」

01. 観光戦略検討懇話会での主なご意見

戦略の策定にあたり懇話会を開催し、各回テーマと参加者を変え、市内の観光関連事業者等と意見交換を実施。
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インバウンド誘客の推進2
 そもそも知られていない。大々的に広告を打ち出すべき。
 グリーンシーズンが閑散期。
 ターゲットがタイと台湾に集中しているが多角化するほうが安全。
 オーバーツーリズムにならないためにも、仙台を拠点として東北を回ってもらう施策が必要。
 仙台に来訪するのは日本のリピーター。リピーターを明確なターゲットにした戦略が重要。
 韓国をターゲットにした誘客も重要。
 秋保温泉や作並温泉へ１泊していただく、連泊や延泊につながる仕組みづくりが必要。
 温泉は非常に魅力的。受入として外国人にフレンドリーな環境を整備していくべき。

東北の拠点機能・連携3
 ゲートウェイとしての仙台の機能を活用すべき。
 仙台駅から東北の各観光地に行くようなデイトリップツアーのコンテンツ造成が必要。
 仙台を東北観光の拠点に持っていくという動きが1番重要。仙台に泊まった上で、日帰りで隣県に行ってもらうもの

をどんどんPRしていく必要がある。
 仙台だけでなく東北を面でとらえて連携することが重要。
 リピーターの獲得のためには東北エリアの周遊が不可欠。
 東北のまつりは域外の人からすると非常に魅力的。アニメコンテンツとの相性も良い。

01. 観光戦略検討懇話会での主なご意見
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稼げる地域・観光産業の実現4

 産業の安定化のためにも閑散期対策が非常に重要。
 エリアを分けた上での戦略を考える必要がある。
 閑散期の働き手の確保が難しい問題。中長期的な支援があるとよい。
 地域の機運醸成が大事であり、まず地元の方々に盛り上がってもらうことが重要。
 ロングステイは長い目で見ることが重要。様々な体験を地元の方たちに日常的に体験してもらうことで文化を育てていく

ことが必要。
 ナイトコンテンツを実施する上で雇用や人手不足が課題。

受入環境の整備5

 エリアの回遊性を高めることで多くの観光客が来る。観光客だけでなく市民の生活路線としての利用にもつながる。
 MICEの受入環境として緑彩館などを活用しエリア一体となった誘致をすべき。
 バリアフリーの視点をもって回遊性を向上させるための環境整備が必要。
 高額所得者が泊まるラグジュアリーホテルの誘致が必要。
 キャッシュレスなどＤＸの推進が重要。

01. 観光戦略検討懇話会での主なご意見
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観光地域づくりの推進6

 市民も観光客が来ることによってのメリットを共有できることが重要。
 地域としてデータを収集して、地域全体で使う仕組みづくりが観光地形成に必要。
 杜の都のブランドをより活用するべき。防災都市やSDGsは必須なテーマ。
 地域の人にも目を向けた観光施策であるべき。
 地域のデジタルを活用したＣＲＭなどのデータ活用が非常に重要。
 観光事業者以外の地域の方にコミットするためにDMOの役割が重要になる。

01. 観光戦略検討懇話会での主なご意見
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観光戦略の概要について１

02. 観光戦略検討ワークショップでの主なご意見

開催日時：令和６年10月24日（木）

参加者：市内の観光関連事業者等１４名

戦略検討懇話会にていただいた意見を踏まえ作成した観光戦略の素案をもとに、参加者とワークショップを開催し意見交換を実施。

 「来てもらう」「泊まってもらう」「また来てもらう」の３つの視点は分かりやすくて良い。

 ３つの視点と各プロジェクトはポイントを押さえていると思う。

 「また来てもらう」の理由は観光コンテンツではなく、様々な理由で誰かに会いに再度訪問することだと思うため、深掘りする

と良いのではないか。

 来てもらうきっかけや知ってもらうきっかけは「人」。

 仙台は様々な魅力があるため全方位に売り出すのではなく、多様化にあわせて様々な行動をとる必要がある。

 「来てもらう」ためにはまず「知ってもらう」ことが重要だと思う。

 エモーショナルを前面に打ち出していくと良いのではないか。

 地元の事業者や市民が誇りを持てることが重要。

 いわゆる推し活客と一般の観光客は消費行動が異なるため、ターゲティングを分けた方が良い。

 世界から選ばれるのではなく、仙台から世界へ打って出る視点が重要。
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各プロジェクトの方向性について2

02. 観光戦略検討ワークショップでの主なご意見

 シンボリックなコンテンツがほしいのは皆が思うところ。中長期的な目線で大手門の復元などもビジョンとして

持つとよいのでは。

 アニメの活用には権利が関係するため注意が必要。

 ジャズは魅力的なコンテンツ。街中でいつでもジャズを聴くことできるなど、ジャズのまちとしての発信や

ナイトコンテンツと絡めて打ち出すことで新たな魅力となる。

 仙台・東北の地に古くから根付く歴史・文化を発信することが新たな魅力につながる。

 首都圏からの来訪者と東北地方からの来訪者では、仙台に求めているものが違う（首都圏：自然観光、東北：都会的観光）

ため、その点を踏まえて施策を推進していく必要がある。

 地元の方への発信も重要であり、引き続き、魅力ある体験プログラムの認知拡大に取り組むことも必要。

 四季折々のグルメや過ごし方の提案、地元の人が実際に行っているディープな魅力の発信がリピートにつながる。

 震災からの学びを活かすツーリズムの視点も重要。

観光資源・コンテンツ
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02. 観光戦略検討ワークショップでの主なご意見

 直行便が飛んでいる台湾・韓国・香港及び東南アジアをターゲットに入れ込むべき。

 国際路線の安定化にはアウトバウンドの視点も重要。

 国別にターゲットを絞るのではなく、「○○好き」で分けると良い。様々な「推し」をつくることが大事。

 インバウンドのターゲット国を限定することはリスクになるため、多角化を図る方が良い。

 高付加価値化の視点が不可欠。

 東北各地を日帰りで巡る観光スタイルは旅行商品の造成とセットでPRを強化すべき。

 アドベンチャーツーリズムを通して新たな誘客が期待できる。

インバウンド誘客の推進

持続可能な観光

 地域のファイナンスを考えていく必要がある。エリアマネジメントをしながら地域を守り育てていく視点が必要。

 CRMの活用を通して観光関連事業者が現状を把握し、対応を考えることが大事。

 人材不足が課題。

 安心や安全を担保したうえで観光を楽しんでもらうという視点が重要。

 デジタルノマド（訪日ワーケーション）の推進に取り組むべき。

 戦略策定後の進捗や効果などを検証するミーティングを継続して実施してほしい。
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コロナ禍を経て激化する都市間競争も見据えながら、交流人口の早期回復とさらなる拡大、交流人口ビジネスの活性化を図ることを

目的とし、目指す姿として「交流人口で『潤う』都市」を掲げ、以下の５つの重点プロジェクトを推進してきました。

現行戦略の取り組み

03. 仙台市交流人口ビジネス活性化戦略2024の振り返り
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①エリア別ブランディングプロジェクト

「歴史」「文化」「自然」「人」など、地域の多種多様な魅力を活かしたブランディングを行い、多様な楽しみ方ができる仙台を演出し、
『ずっと居たい、また来たい仙台』をめざすプロジェクトです。

・エリアごとの多様な観光関連事業者と、継続的に観光振興に関する意見交換を行う場を構築しました。
・青葉山エリアを起点に一定の集客力があるイベントを開催しました。
・東部エリアでは、二次交通の実証運行を行い、夏季の回遊性の向上を図りました。

エリア別ブランディング 青葉山を活用した交流促進

七夕ナイトフェス（R5年度）
総来場者数：20,041人
伊達ロマネスク：1,121人

体験プログラムの創出

体験プログラム数：1,581本
（令和5年度末）
PV数：155,720PV
CV数:1,876CV
（令和6年12月）

ナイトコンテンツシティ推進

ポータルサイト掲載件数
（R5年度末時点）：90件
ナイトコンテンツ創出事業者
支援件数：6件（～R5年度）

海浜エリア活性化

海水浴場来場者：14,285人
（R6年度）
海手線ループバス：11,787人
（R6年度）

恒常的に集客できる訴求力のあるコンテンツの造成や、宿泊に直結するナイトコンテンツの充実が必要
来訪者がより快適に過ごすことができる受入環境のさらなる充実が必要

西部（秋保・作並定義）・東
部・中心部エリアの観光関
連事業者とワークショップ
を開催しブランドコンセプ
トを策定しました。

参加者数：延べ337名
ワークショップ開催数：
各エリア計7回
（～R5年度）

仙台七夕まつりに合わせて
仙台城登城路や瑞鳳殿の
夜間ライトアップ、歴史と最
新テクノロジーを融合させ
たコンテンツ「伊達ロマネ
スク」を実施しました。

深沼海水浴場の開設や、海
浜エリアの復興や魅力を体
感できるループバスの実
証運行を実施しました。

「日本一の体験都市」を目指
し、ウェブサイト「旅先体験コ
レクション」の充実や認知拡
大を図るイベント「旅コレフェ
ス」を実施しました。

滞在時間の延長及び宿泊促進
につなげるためのナイトコン
テンツ創出支援、ポータルサイ
トの構築によるナイトコンテン
ツの集約・発信を実施しました。

03. 仙台市交流人口ビジネス活性化戦略2024の振り返り

実績

課題
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②TOHOKU as ONEプロジェクト

東北の豊かな観光資源を活用し、広域周遊による域内観光の活性化と、東北一体となった情報発信による国内外からの誘客促進を
図るプロジェクトです。

来場者数：57万2,000人
（過去最高）

経済波及効果:63億2,600万円

東北絆まつりの定着や、東北ならでは食や文化などのコンテンツの掘り起こし、モデルルートの発信など、東北６都市との
連携の促進を図りました。

東北絆まつり

仙台を拠点にして東北を周遊することで宿泊につなげる施策の強化が必要
優れた東北の資源を活かし、東北一体となって国内外の来訪者を呼び込むための施策の強化が必要

令和6年6月8日～9日の2日間、
仙台にて東北絆まつりを開催し、
六市の夏まつりをPRするととも
に東北の復興を発信しました。

ツアー造成による関係人口拡大

オンライン観光等推進事業によりオンラ
インツアー44企画、リアルツアー31企
画を実施し、東北各地域の関係人口拡
大の推進を図りました。

オンライン参加者：約8,000人
リアル参加者：約650人
（R5年度）

東北への誘客と周遊促進

本市から東北各地を巡る観光モ
デルコースをウェブサイトで紹介
し、東北観光の魅力発信によるリ
ピーター獲得の促進を図りました。

観光モデルコース構築数
（R5年度）：33本

東北ロードトリップ推進

仙台を起点としたドライブによる
周遊観光を推進し、仙台及び東北
各地への観光客増加及び東北全体
の地域活性化の促進を図りました。

観光モデルコース構築数：23本
レンタカープラン販売数：1,192件
（～R5年度）

03. 仙台市交流人口ビジネス活性化戦略2024の振り返り
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旅行博出展回数：17回
現地セールス会社合計：131社
旅行会社招聘数合計：50社
（R4～6年度）

戦略的プロモーション

タイ・台湾を中心に、旅行博への
出展やトップセールスによる現
地セールスの実施、旅行会社・メ
ディア等の招請事業、現地旅行
会社向けセミナー・商談会を実
施しました。

WEB・SNS等による誘客促進

WEB・SNS広告配信及びSNSクチコ
ミ・トレンド調査を行い、ターゲット層の
絞り込みやニーズ・嗜好を分析の他、
Discover SENDAI掲載コンテンツ
の拡充及び広告配信を実施しました。

Discover SENDAI PV数：346,157PV
SNSフォロワー数：477,631人
（R5年度）

コンベンション開催件数（R5）：
646件

③インバウンド＆MICE強化プロジェクト

ターゲットやニーズに合わせた仙台・東北ならではのコンテンツの磨き上げや受入体制の整備、効果的なプロモーションにより
インバウンドの早期回復・拡大を図るとともに、地域経済への波及効果の高いMICE誘致を強化するプロジェクトです。

・重点市場である台湾からの誘客を強化し、2023年の外国人宿泊者数はコロナ前を上回り過去最多を記録しました。
・G7科学技術大臣会合や観光レジリエンスサミットなど、国際会議の誘致により、グローバルMICE都市としてのプレゼンス
向上を図りました。

重点市場以外からもインバウンド獲得を図るための市場の拡大が必要
国際センター会議棟の改修期間中もMICEを継続的に開催可能にする対策が必要

MICE参加者の回遊促進

回遊先造成数（R5年度）：
37件

MICE参加者及び関係者の滞在
時間・日数の延長や満足度向上の
ため、テクニカルビジットやエクス
カーション等を造成しました。

G7仙台科学技術大臣会合が開
催されたことによる本市のプレ
ゼンス向上を図った他、助成制度
などを活用したコンベンション等
の誘致を実施しました。

コンベンション等の誘致

仙台市交流人口ビジネス活性化戦略2024の振り返り
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課題

03.

39



せんだい旅日和PV数:
6,158,245PV（R5年）観光デジタルマーケティング

仙台観光情報サイト「せんだい旅日和」などのアクセス解析や、携帯電話の位置情報に
よる動態データの分析によりターゲットの明確化を図りました。

仙台観光DMPの活用による観光情報サイトのアクセス解析や動態データの分析により、データに基づくマーケティングを
強化しました。

マーケティング分析を踏まえたさらなる誘客の促進やリピーターの獲得に向けた施策への連動が必要

④「観光×デジタル」プロジェクト

デジタル技術の活用により、変化するトレンドやニーズを的確に捉え、戦略的なプロモーションや来訪者が快適に旅行できる環境づくり
を推進するプロジェクトです。

交流人口ビジネス表彰制度 ビジネスプランのアイデアを表彰するとともに、観光関連事業者の新たな取り組みや、
交流人口ビジネスの新たな担い手の発掘・育成および事業者同士の連携の促進を図りました。

観光・宿泊事業者等との継続的な意見交換の場の設置が必要（施策の効果検証等）

事業継続数:15件
ＤＭＯの登録（R6年9月）

⑤交流人口ビジネス事業者連携プロジェクト

交流人口ビジネスの担い手となる多様な事業者による連携を通じて、新たなビジネスの創出を図り、地域経済を活性化させることで
地域が一体となって持続的に発展できる観光地域づくりを進めるプロジェクトです。

交流人口ビジネス表彰の実施により新たな観光ビジネスの発掘・発信を図った他、観光関連事業者等との継続的な意見交換を
実施し、観光業界のタイムリーな課題認識や必要な施策の把握を図りました。

仙台市交流人口ビジネス活性化戦略2024の振り返り
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ハイキュー!!
公式X閲覧数
（特使・R7.1.20時点）:
約11,420,000回
施設見学ツアー参加者:
2,083人（R5年度）

仙台観光特使

仙台観光特使となった『ハイ
キュー!!』のキャラクターを
活用し、同作品の記念日な
どに合わせたイベント等を
実施しました。

観光アンバサダーの活用

観光アンバサダーを起用したポス
ターやガイドブック、動画を作成し、
就航地プロモーションやイベント等
で活用を図りました。

Pokémon GO Fest 2024

令和6年5月30日～6月2日の4日
間に七北田公園をメイン会場とし
て開催し、イベント期間中様々なコ
ラボレーション企画を実施しました。

イベント参加者：68,000人
市内ゲーム参加者：379,000人
経済効果:約74億円
参加者の91%が本市以外からの
参加、うち3%が海外からの参加

漫画・アニメ・ゲームなどのコンテンツ産業を有効活用した観光振興の強化が必要
地域経済の活性化や宿泊に直結する大型イベントの継続的な誘致・開催が必要

就航地プロモーション

仙台空港からの就航都市におい
て、七夕まつり等のイベントのＰＲ
を含めた仙台の魅力を、物産品
販売等とともに発信しました。

令和6年6月20日～22日（札幌市）
来場者数:13,000人
物産展売上高:2,245千円

・仙台観光特使の創設や記念モニュメントの設置など、仙台ゆかりの漫画・アニメを活用したプロモーションを実施しました。
・観光アンバサダーを起用した動画の制作やガイドブックの作成により、幅広い層への魅力の発信を図りました。
・Pokémon GO Fest 2024の開催により国内外からの誘客や経済への波及につなげました。

その他の施策

サンドウィッチマンさん
観光ガイドブック制作数:50,000部

羽生結弦さん
動画再生数（R7.1.20時点）：
約300,000回

仙台市交流人口ビジネス活性化戦略2024の振り返り

実績
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延べ宿泊者数はコロナ禍を経て2023年に600万4,244人泊まで回復しましたがコロナ前の水準には達していません。
一方で外国人延べ宿泊者数は過去最高となる33万8,559人泊となっています。
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日本の少子高齢化に伴う人口減少により、本市の日本人延べ宿泊者数は将来的に減少していくことが予測されます。

※国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）」より、2020年～2045年にかけての各地方の人口減少率を算出
※人口減少率を2019年の本市の日本人延べ宿泊者数（5,907,584人泊）にあてはめ、各地方の宿泊者の割合（仙台市観光統計）に置き換えて

将来の宿泊者数を推計
※2020年の数値はコロナ禍の影響を受けているため、2019年の本市の日本人延べ宿泊者数の実績値を使用

5,907,584人泊
5,577,355人泊 5,393,139人泊

5,746,766人泊

5,193,373人泊
4,980,803人泊

本市の日本人延べ宿泊者数の将来推移

本市の観光の実態データ04.
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本市の観光の実態データ04.

本市の2024年1月～12月の外国人宿泊者数
2024年の外国人宿泊者数は2023年の同期間と比較し154.0％となっています。

2019年の同期間と比較した場合、139.4%となっています。
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45
出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」に基づき東北運輸局作成

2019年と2023年の外国人宿泊者ブロック別シェア

2019年 2023年

東北六県の全国シェアは1.3％（2019年：1.6％）に留まっており、全国的なインバウンド急増の流れの中で

シェアを伸ばすことができていません。

本市の観光の実態データ04.
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2023年のブロック別外国人宿泊者の国・地域別構成比

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

東北運輸局は「台湾」が45.0%で最も高く、次いで「中国」8.5％、「香港」7.1％、「タイ」5.7％、「米国」5.7％と続いて
います。

本市の観光の実態データ04.
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訪問率,観光経験率,観光リピート経験率

令和５年度仙台市観光実態調査業務より本市調べ

主要都市と比較して訪問経験やリピート率が低くなっています。

本市の観光の実態データ04.

（人）



WB前n= WB後n= WB前n= WB後n=

全体 (1,694) (1,684) 76.0 3.8 pt (1,694) (1,684) 63.0 0.0 pt

北海道 (171) (52) 76.3 2.0 pt (171) (52) 55.4 -0.7 pt

宮城県

（仙台除く）
(120) (114) 63.4 -2.8 pt (120) (114) 59.9 -4.7 pt

東北＋新潟

（宮城県除く）
(337) (495) 73.3 6.7 pt (337) (495) 70.9 1.9 pt

北関東 (177) (125) 76.9 3.2 pt (177) (125) 57.0 -5.8 pt

一都三県 (338) (601) 80.2 4.2 pt (338) (601) 64.8 0.9 pt

中部 (193) (130) 75.2 3.9 pt (193) (130) 52.8 2.8 pt

関西 (183) (116) 77.1 1.0 pt (183) (116) 52.5 -1.3 pt

中国 (88) (22) 70.8 -4.6 pt (88) (22) 45.5 -7.2 pt

九州 (87) (28) 85.4 8.1 pt (87) (28) 43.8 -7.4 pt

n数は2023年のみ掲載 ※3％未満のスコア非表示 n数は2023年のみ掲載

Top2

スコア

前年差分

Top2

スコア

Top2

スコア

Top2

スコア

前年差分

33.2

34.9

25.0

32.6

36.7

34.3

28.0

38.9

32.9

35.9

42.8

41.4

38.3

40.7

40.2

45.9

47.1

38.2

37.9

49.4

18.8

16.6

25.8

21.7

18.7

15.7

20.2

17.0

20.0

10.3

3.6

5.0

5.8

3.8

3.9

3.1

3.8

6.1

3.3

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても満足 満足 やや満足 どちらともいえない

あまり満足していない 満足していない まったく満足していない

28.1

22.9

34.3

34.7

28.2

26.3

16.6

23.0

18.8

19.4

34.8

32.6

25.7

36.2

28.8

38.5

36.3

29.4

26.7

24.4

28.1

34.3

29.2

22.3

32.8

26.4

35.2

38.2

40.6

42.5

6.7

7.0

6.7

5.6

8.5

7.1

9.4

3.8

7.1

8.7

3.3

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

絶対に訪問する 訪問する可能性は高い 機会があれば訪問すると思う
どちらともいえない あまり訪問したいと思わない 訪問したいと思わない
絶対に訪問しない
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2023年の本市観光の総合満足度は76%、再訪意向は63.0%となっています。

本市の観光の実態データ04.

出典：令和５年度仙台市観光実態調査

仙台観光の総合満足度 仙台観光の再訪意向
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本市の観光資源の魅力・認知度

魅
力
度
T
O
P
2
の
ス
コ
ア

魅力度平均スコア：49％

認知率のスコア

本市の魅力度及び認知度が高い資源として「牛たん焼き」「仙台七夕まつり」
「秋保温泉」「仙台城跡/青葉城址」などが挙げられます。一方で、魅力度が高いに
も関わらず、認知度が低い観光資源があります。

(n=8,583)

※ベース：全体

本市の観光の実態データ04.

認知度平均スコア：23％

※ 「とても魅力に感じる」
「やや魅力に感じる」と回答
した人の割合の合計値（5段
階評価）

※

令和4年度仙台市観光実態
調査業務より本市調べ
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本市の主な訪問目的 観光が主目的ではない訪問者の観光の動向

「観光」をメインにした本市の訪問者は66.8%であり、「ビジネス・出張」は11.6％、「帰省・知人訪問」は14.6%と、観光
以外の訪問目的で来訪する方が一定数います。

出典：令和５年度仙台市観光実態調査

本市の観光の実態データ04.



観光の目的として「本格グルメ」「自然・景観」「街歩き・街並み散策」「温泉」「歴史・
文化」が上位に挙げられます。

本格

グルメ

B級

グルメ

温泉 宿泊施設 歴史・

文化

自然・景

観

街歩き・

街並み散

策

レジャー

施設

ショッピング アウトドア

スポーツ・

そとあそび
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化・モノづ

くり体験・

社会見学

お祭り・イ
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夜景観

賞・イルミ

ネーション

観劇・観

戦

カフェ巡り

*

写真撮

影・映えス

ポット巡り

*

聖地巡礼

*2022年非聴取

2022年調査との差分（「2023年 観光目的（すべて）」-「2022年 観光目的（すべて）」）

10.5pt -8.8pt 4.9pt 0.7pt 3.6pt 7.0pt -2.3pt 0.4pt -4.6pt -1.4pt -0.8pt -0.5pt -2.0pt -1.2pt - - -1.3pt
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5.4 5.9
9.3 8.2

15.7

7.9 8.0
4.6

0%

20%

40%

60%
2022年 観光目的（すべて） 2023年 観光目的（すべて） 2022年 観光主目的（ひとつ） 2023年 観光主目的（ひとつ）
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本市の観光目的・テーマ

出典：令和５年度仙台市観光実態調査

本市の観光の実態データ04.



全体で最も認知率が高いのは「秋保温泉」であり、続いて「仙台城跡/青葉城址」「作並温泉」です。
訪問率が最も高いのは「仙台城跡/青葉城址」で、「秋保温泉」が続きます。

本市の観光スポット認知率・観光時に訪問したもの

本市の観光の実態データ04.
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*2022年非聴取 ※2023年　観光スポット認知のスコアで降順ソート　　

　　　　　　　　認知：2022年調査との差分（「2023年 観光スポット認知」-「2022年 観光スポット認知」）
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出典：令和５年度仙台市観光実態調査
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東北観光者の東北地方における宿泊率

仙台を観光目的で訪問した方で、東北も訪れた方の宿泊率は94.3%であり、2泊以上の宿泊者は58.9%となって
います。

出典：令和５年度仙台市観光実態調査

宿泊率・計 宿泊率

（2泊以上）

WB前n= WB後n=

全体 (1,186) (1,123) 94.3 58.9

北海道 (130) (39) 99.2 77.4

宮城県

（仙台除く）
(80) (76) 72.5 33.6

東北＋新潟

（宮城県除く）
(183) (269) 90.2 37.7

北関東 (125) (88) 96.8 51.2

一都三県 (237) (421) 97.9 69.6

中部 (152) (103) 98.0 68.4

関西 (134) (85) 97.0 73.2

中国 (71) (18) 97.2 77.0

九州 (74) (24) 100.0 83.0

※3％未満のスコア非表示
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本市の観光の実態データ04.

（人）
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宿泊者数の月別内訳（2023年）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

冬季 冬季夏季

宿泊者数は夏季がピークとなっており、1～２月の冬季が閑散期となっています。

仙台市観光統計より
本市作成

本市の観光の実態データ04.

冬季→減少

夏季→増加

（人）
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本市の観光の実態データ04.

Pokémon GO Fest 2024：仙台 期間中のハピナ名掛丁商店街の通行量

通常時と比較して約２倍の人流となり、イベントの開催により来訪者が増加したことが予想されます。

出典：仙台データダッシュボード
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Pokémon GO Fest 2024:仙台 期間中の仙台市中心部の宿泊者数（前日含む）

メイン会場（七北田公園）からは距離がある市中心部でも宿泊者数が増加しており、イベントを開催したことに

より宿泊が促進されたと考えられます。

出典：仙台市観光DMP(株式会社Agoop)

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

2019年 2023年 2024年

市中心部の宿泊者数
5月29日～6月２日（2時～4時に滞在していたデータ）、県内居住者を除く

都道府県 構成比

1 東京都 19.3％

2 神奈川県 10.2％

3 埼玉県 6.9％

4 千葉県 5.6％

5 福島県 5.0％

6 愛知県 4.7％

7 北海道 4.6％

8 大阪府 4.4％

2024年の都道府県別
宿泊者数

本市の観光の実態データ04.

※携帯電話ネットワークの仕組みを利用して作成される人流データを活用した分析
※深夜2～4時に滞在していた来訪者を宿泊者と仮定し算出

（人）
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本市の国際会議開催件数と参加人数の推移 都市別国際会議開催件数（2023年）

国際会議の参加人数／開催件数ともに、2020年以降は新型コロナウイルス感染症の影響により大きく減少していました
が、2022年から回復傾向にあります。2023年の国際会議開催件数は全国の都市の中で6位となっています。

本市の観光の実態データ04.

順位 都市名 開催件数

1 東京（23区） 311

2 京都市 172

3 横浜市 98

4 福岡市 79

5 名古屋市 62

6 仙台市 60
7 神戸市 54

8 つくば地区 46

9 大阪市 45

9 北九州市 45

11 札幌市 43

日本政府観光局（JNTO）、（公財）仙台観光国際協会のデータをもとに本市作成

国
際
会
議
参
加
人
数
（
人
）

国
際
会
議
開
催
件
数
（
件
）

※「つくば地区」は、つくば市、土浦市を含む
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本市の１人あたり平均消費額は、全体で34,889円となっています。

出典：令和５年度仙台市観光実態調査

本市の観光の実態データ

仙台市内の観光消費額（単価）

※単位：円/人回
市内の

交通費

飲食費 宿泊費 娯楽等

サービス費

ショッピング・

買い物代

その他支出 市内の

交通費

飲食費 宿泊費 娯楽等

サービス費

ショッピング・

買い物代

その他支出

WB前n= WB後n=

全体 (1,694) (1,684) 34,889 3,636 7,066 10,475 3,512 6,617 3,583 110% 106% 111% 121% 94% 105% 113%

北海道 (171) (52) 38,324 4,874 9,064 10,375 3,482 6,946 3,583 96% 105% 111% 100% 83% 83% 84%

宮城県

（仙台除く）
(120) (114) 19,107 1,329 3,609 4,734 1,949 5,326 2,159 95% 91% 109% 243% 49% 75% 92%

東北＋新潟

（宮城県除く）
(337) (495) 29,630 2,441 5,795 8,763 3,086 6,734 2,812 113% 86% 116% 133% 127% 95% 118%

北関東 (177) (125) 34,135 3,306 6,898 10,288 2,603 6,939 4,100 135% 129% 138% 140% 101% 145% 132%

一都三県 (338) (601) 38,983 4,495 8,133 11,732 4,075 6,439 4,109 111% 118% 111% 114% 89% 112% 121%

中部 (193) (130) 37,281 3,972 7,945 12,102 3,605 6,110 3,547 103% 95% 106% 122% 88% 92% 93%

関西 (183) (116) 43,635 4,852 7,977 14,820 4,371 7,866 3,748 111% 110% 95% 120% 97% 131% 99%

中国 (88) (22) 41,731 5,675 8,290 12,567 3,174 6,653 5,373 124% 143% 124% 119% 68% 130% 209%

九州 (87) (28) 48,214 6,620 8,859 10,894 5,711 8,735 7,395 108% 128% 96% 92% 144% 114% 108%

*n数は2023年のみ掲載 ※100％以上/110%以上/120％以上のそれぞれの段階に応じて色付け

仙台市内

全体
(右記の合計)

仙台市内

全体
(右記の合計)

1人当たりの平均金額 前年比（2023年/2022年）

04.

58



本市への訪問回数や再訪意向が高ければ高いほど、観光消費額が高くなります。

59

仙台観光の再訪意欲×観光回数

仙台観光の回数

仙
台
観
光
の
再
訪
意
向

Top2

Top2
未満

1回のみ 2-3回

比率

満足度(Top2)

観光消費額(単価)

 11.1%  17.1%  35.8%

 89.7%  90.6%  88.3%

 34,286円  39,240円  46,277円

比率

満足度(Top2)

観光消費額(単価)

 13.1％  11.1%  11.7%

 61.6%  60.2%  41.0%

 24,686円  23,132円  26,985円

出典：令和５年度仙台市観光実態調査

本市の観光の実態データ04.

4回以上

※１ 「とても満足」「満足」と回答した人の割合の合計値（7段評価）
※２ 「絶対に訪問する」「訪問する可能性は高い」と回答した人
※３ 「機会があれば訪問すると思う」「どちらともいえない」「あまり訪問したいと思わない」「訪問したいと思わない」「絶対に訪問しない」と回答した人

※１ ※２

※３



本戦略における用語の定義05.

60

【アドベンチャーツーリズム（AT）】 P.11ほか

「アクティビティ」、「自然」、「文化体験」の3要素のうち、2つ以上で構成される旅行を指します。旅行者が地域独自の自然や地域のありのままの文化を、地

域の方々とともに体験し、旅行者自身の自己変革・成長の実現を目的とする旅行形態です。

【インバウンド】 P.5ほか

外国人が訪れてくる旅行(訪日旅行)のことを指します。

【エクスカーション】 P.11ほか

大会開催中や開催後に企画される遊覧旅行、視察旅行を指します。

【エモーショナル】 P.6ほか

人やモノが感情に訴えるさまや、心が強く動かされることを指します。本戦略では、訪れた方に感動を与えるという意味で使用しています。

【オーバーツーリズム】 P.29ほか

「観光公害」のことで、特定の観光地において、旅行者や訪問客の著しい増加等により、地域住民の生活や自然環境、景観等に対して負の影響をもたらした

り、観光客の満足度を著しく低下させるような状況を指します。

【ガストロノミーツーリズム】 P.12

その土地の気候風土が生んだ食材・習慣・伝統・歴史などによって育まれた食を楽しみ、食文化に触れることを目的としたツーリズムのことを指します。

※五十音順
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【観光危機管理マニュアル】 P.14

観光客や観光産業に被害をもたらす観光危機が発生した際に、旅行者や観光事業者の安全を確保し、事業を継続するために必要な体制や対応策をまとめ

たものです。本市では令和６年10月に「仙台市危機観光管理マニュアル」を作成しております。

【交流人口ビジネス】 P.3ほか

旅行業、宿泊業、飲食業、運輸業など従来の観光関連産業に加え、交流人口の拡大に関係する様々なビジネスの総称を指します。

【コト消費】 P.6

商品や物を買うこと（モノ消費）ではなく、体験や出来事そのものに価値を感じて楽しむ消費行動を指します。

【ゴールデンルート】 P.12

人気の観光スポットを回る旅行の行程を指します。外国人観光客にとっての日本のゴールデンルートは東京、箱根、富士山、名古屋、大阪、京都などを周遊

するルートだと言われています。

【シビックプライド】 P.14

市民が都市に対して誇りを持ち、地域を愛し、より良くしていこう、貢献していこうという思いを指します。

【宿泊税】 P.15ほか

観光資源の魅力向上、旅行者の受入環境の充実その他の交流人口の拡大を図る施策に要する費用に充てることを目的とする税です。納めていただく方は、

仙台市内に所在する旅館業法（下宿営業を除く）または住宅宿泊事業法に係る宿泊施設に宿泊する方で、1人1泊あたりの宿泊料金が素泊まり・税抜きで

6,000円以上の場合に、1人1泊あたり300円を課税します。300円の内訳は、仙台市分200円、宮城県分100円となります。

※五十音順



本戦略における用語の定義05.

62

【仙台観光DMP（Data Management Platform】 P.40

仙台市が構築した、観光情報サイトなどのアクセスデータや人流動態データ、アンケート調査、公的統計など、本市の観光に関する様々なデータを収集・蓄

積し管理するプラットフォームのことです。

【トキ消費】 P.6

まつりやイベントの参加など、その時・その場でしか味わえない時間を共有することを楽しむ消費行動を指します。

【二次交通】 P.9ほか

旅行者が目的地に到着した後に、現地で利用する交通手段のことです。主に電車、バス、タクシー、レンタカー、レンタサイクルなどがあります。

【ベースキャンプ】 P.6

登山や探検などの行動の基点となる場所を指します。本戦略では、本市に宿泊し、拠点としながら他のエリアを日帰りで観光するスタイルという意味で用

いています。

【BCP】 P.14

「Business Continuity Plan」の略で、事業継続計画を意味します。企業や団体が災害やテロ、システム障害などの緊急事態に際して、事業の継続や早

期復旧を図るための計画です。

【CRM】 P.14ほか

「Customer Relationship Management」の略で、「顧客関係管理」と訳されます。観光業において、顧客データを活用して個別のニーズにあわせた

情報提供やサービスを行うことで、満足度の向上やリピーターの増加を目指すシステムを指します。

※五十音順
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【DMO】 P.14ほか

「Destination Management/Marketing Organization」の略です。地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地

経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と共同しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するための戦

略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人のことを指します。令和６年9月に、（公財）仙台観光国際協会が地域DMOに

認定されました。

【DX】 P.14ほか

「Digital Transformation」の略です。データとデジタル技術を活用して業務効率化を行い、製品やサービス、ビジネスモデルの競争優位性を確立する

ことです。

【MICE】 P.13ほか

Meeting（企業等の会議）、Incentive Tour（企業等の報奨・研修旅行）、Convention（国際会議・学会等の会議）、Exhibition/Event（展示会・見本

市やイベント）の頭文字で、多くの集客や交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称のことを指します。

【VFR】 P.12

「Visit Friends and Relatives」の略で、友人や親族を訪問する旅行のことを指します。年間を通して需要があることや、比較的滞在期間が長いことが

特徴です。

※五十音順


